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	問題（演習問題 2.4）

δをDFAの遷移関数とするとき、各入力列x, yに対してδ(q, xy)=δ(δ(q, x), y)が成り立つことを示せ。（ヒント：|y|に関する帰納法を使う。）


δの定義 (教科書p.23)

1. δ(q, ε)=q

2. δ(q, wa)=δ(δ(q, w), a)

1. |y|=0つまりy=εのとき

(左辺)=δ(q, xε)=δ(q, x)

(xε=εx=xより)

(右辺)=δ(δ(q, x), y)=δ(q, x)

(δの定義1より)

∴(左辺)=(右辺)となり成り立つ

2. |y|=k-1つまりy=a1..ak-1のとき

δ(q, xa1..ak-1)=δ(δ(q, x), a1..ak-1)

が成り立つと仮定する。

(帰納法の仮定)

|y|=kつまりy=a1..akのとき

δ(q, x a1..ak)
=δ(δ(q, x a1..ak-1), ak)

(δの定義2 より)







(q=q, w= xa1..ak-1, a= ak)



=δ(δ(δ(q, x), a1..ak-1), ak)
(帰納法の仮定より)



=δ(δ(q, x), a1..ak-1ak))

(δの定義2 より)

(q=δ(q, x), w= a1..ak-1, a= ak)

よって、(左辺)=(右辺)となり、与式は成り立つ。

1と2より、任意の列x, yについて与式は成り立つ。
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